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1．はじめに 

 
1.1 背景と目的 

防衛施設における警備、監視、施設管理の分野では、

映像情報が重要な役割を果たしている。基地（駐屯地）、

港湾施設、飛行場、関連インフラにおいては、侵入検知

や異常把握のみならず、日常的な設備点検や環境監視に

おいてもカメラ映像が広く活用されている。 
一方、実運用環境では、夜間、逆光、霧、降雨、降雪、

もや、照明条件の偏りなどにより、カメラ映像の視認性

が著しく低下する場面が多い。このような状況下では、

人による目視確認が困難になるだけでなく、AIによる物

体認識や状況解析も成立しないケースが少なくない。 
近年、AI技術の進展により、画像認識や行動解析を警

備や施設管理に応用する試みが進んでいるが、その多く

は「良好な映像入力」を前提としている。入力映像の品

質が不十分な場合、AIの性能を十分に発揮できないとい

う課題がある。 
著者はこれまで、悪条件下の映像を対象とした映像鮮

明化システムを開発し、防衛施設学会において段階的に

報告してきた 1) 2) 3)。本論文では、これらの技術を基盤と

して、映像鮮明化と AI 技術を組み合わせることで、従

来は困難であった状況認識や判断支援および補修提案を

可能とするアプローチについて報告する。 
図－1 は本研究で扱う鮮明化によって可能になる AI

解析の一例である。本研究では図－2のAI連携モデルを

対象とする。外周警備のAI活用ではAI異常予測の展開

を説明する。 
 
1.2 本論文の位置づけ 

本論文は、厳密な理論解析やアルゴリズムの詳細より、

実装・実運用・導入を重視した技術研究報告として位置

づける。特許出願準備中のため、鮮明化処理システムや

AI判断ロジックの詳細については技術思想、効果、適用

事例を中心に論述する。 

図-1 AIによる解析例 

 

図-2 映像鮮明化サーバーのAI連携モデル 



 
2. 映像鮮明化技術の概要 

 

2.1 従来の映像処理技術の課題 

従来の映像改善技術としては、コントラスト補正、明

るさ調整、ノイズ低減、シャープネス強調などが一般的

に用いられてきた。しかし、これらの処理は、AIによる

画像認識を前提とした設計ではなく、処理後の映像がAI
にとって必ずしも解析しやすいものになるとは限らなか

った。 

 
2.2 本研究における映像鮮明化の考え方 

本研究で扱う映像鮮明化技術は、単なる見た目の改善

ではなく、画像内の微小な輝度変化を捉え「映像から解

析可能な情報を抽出する」ことを可能としている。すな

わち、人の目だけでなく、AIによる物体認識や状況解析

に耐えうる映像品質を確保することを重視している。 

さらに、防衛施設や警備用途ではリアルタイム性が重

要であるため、本装置ではリアルタイム処理とファイル

処理をどちらも行える構成を採用している 4) 5)。 
図-3は映像鮮明化によって AI 物体認識が可能になっ

た例である。 

 

図-3映像鮮明化によるAI物体認識可能例 
 

2.3 映像鮮明化の事例 

2025年には、除雪車向け映像鮮明化装置として、降雪

地域に多数の導入実績がある。これらは実運用環境にお

いて稼働しており、降雪時の視界確保に寄与している。   
図-4に降雪道路の鮮明化例を示す。 

 

図-4降雪道路の鮮明化例 
 

3. AI対応映像鮮明化装置の構成 

 

3.1 全体構成の概要 

AI 対応映像鮮明化装置は、図-２のとおりカメラから

取得されるリアルタイム映像、または既存の映像ファイ

ルを入力とし、まず映像鮮明化処理を行い、その結果を

AI解析に入力する構成を基本としている。 

従来の映像改善が主に人の視認性向上のみを目的とし

ていたのに対し、本装置では「AIが安定して解析できる

映像状態を生成すること」を主目的としている。 

処理はローカル環境で完結する構成を基本としつつ、

解析内容保護やセキュリティポリシーを重視した通信環

境によって、ネットワーク経由でクラウド AI と連携す

る柔軟な構成となっている。 

 

3.2 AIの要素技術 

本節では、本研究で扱うAI要素技術を整理する。 

(1) 物体認識 

物体認識は、画像や映像の中から人物、車両、船舶、

設備などの対象物を検出・識別する技術である。近年で

は深層学習を用いた手法が主流となっており、監視カメ

ラや防犯用途、交通分野などで広く利用されている 6)。 

ただし、物体認識は入力映像の品質に大きく依存する

ため、霧や降雪、暗所などでは認識率が大きく低下する。 
このため、物体認識の前段として映像鮮明化を行うこ

とは、AI性能を安定させる上で重要である。 

(2) ディープラーニング 

ディープラーニングは、多層のニューラルネットワー

クを用いて特徴を自動抽出する学習手法である。画像認

識、音声認識、自然言語処理など幅広い分野で利用され

ている 7)。 

映像解析分野では、ディープラーニングによって従来

は人手で定義していた特徴量を自動的に学習できるよう

になった一方、学習データの質と入力映像の状態が結果

に大きな影響を与える。 

(3) LLM（Large Language Model） 

LLM は、大量のテキストデータを学習した大規模言語

モデルであり、文章理解、要約、推論、指示生成などが

可能である。近年では、映像解析結果を文章として説明

したり、判断理由を提示する用途でも活用が検討されて



いる 8) 。 
防衛施設や警備分野では、AIの判断結果を人が理解し

やすい形で提示することが重要であり、LLMはそのイン

タフェースとして有効である。 
LLM の基盤となる自然言語理解研究は 1970 年代に遡

る。筆者が大阪大学でAI研究を始めた当時、Winograd に
よる SHRDLU は、“Pick up a big red block.” といった自

然言語命令を機械が理解・実行した初期の言語モデル代

表例であった。 

当時はルールベースかつ計算資源の制約から汎用化は

困難であったが、言語理解と知識処理を統合する思想は、

現代のLLMへと継承されている 9) 10) 11) 12)。 

(4) VLM（Vision Language Model） 

VLM は、画像や映像と自然言語を統合的に扱うモデ

ルであり、視覚情報に対する意味理解や説明生成を可能

とする。 

例えば、「この映像に映っている状況を文章で説明する」

「異常の可能性を言語化する」といった用途が想定され、

監視・警備分野において人と AI の協調を実現する技術

として注目されている。 

(5) RAG（Retrieval Augmented Generation） 

RAG は、LLM の出力を外部データベースや知識情報

と組み合わせて生成する手法である。LLM単体では学習

時点（ナレッジカットオフ）以降の知識を持たないため、

最新情報や組織固有の知識を扱う場合に RAG が有効と

なる。 

防衛施設においては、内部規程、点検基準、過去の事

例などを安全に参照しながら判断を行うことが重要であ

り、RAGによる知識拡張は有効な手段となる。 
また、運用上は、運用単位ごとに管理されたベクトル

ストア（文書や画像などの情報を意味的特徴量として数

値化し、高速に類似検索・参照を行うためのデータ管理

基盤）を検索対象とすることで、組織固有の知識を安全

に参照する構成が可能である。 

 (6) AIエージェント 

AIエージェントは、特定分野に特化した判断や解析を

行う AI システムである。例えば、構造物診断、設備劣

化判定、海象解析などの専門分野AIが考えられる 13)。 

本研究では、映像鮮明化と一次解析を行った結果に基

づき、必要に応じて専門 AI エージェントと連携する拡

張性を想定している。 
(7) MCP（Model Context Protocol） 

MCP は、LLMやVLMが外部の専門AIやシステムと

安全に連携するための仕組みである。これにより、単一

の AI モデルでは対応しきれない専門領域に対して、適

切なAIエージェントを呼び出すことが可能となる。 

各要素の関連を図-5に示す。 

 

3.3 API（Application Programming Interface）連携 

AIシステムを実運用に組み込む上で、APIは不可欠な 

図-5 AI要素技術の相関図 

 
要素である。API とは、ソフトウェア同士が機能やデー

タを安全かつ効率的に連携するための標準化された接 

続仕様であり、個々の内部実装を意識することなく、外

部機能を呼び出すことを可能にする。 

なお、大規模言語モデル（LLM）を提供するクラウド

AIサービスのAPIを利用した解析では、利用量に応じた

従量課金が発生する。本研究では、管理されたAPI環境

下の解析において、画像解析および文章生成が実用的な

応答時間で実行可能であることを示唆する。 

(1) AIシステムにおけるAPIの役割 

AIにおけるAPIは、以下のような役割を担う。 

・映像、画像、センサーデータを AI 処理エンジンに送

信 

・解析結果（AI認識結果、確信度、メタ情報等）を受信 

・外部の知識ベース、専門AI、推論エンジンと連携 

・クラウドAIとローカルシステム間の機能分離 

これにより、ローカル処理とクラウド処理を柔軟に組

み合わせた分散AI構成が可能となる 14)。 

(2) APIによる疎結合設計の重要性 

API を用いた設計の利点は、各機能を疎結合に保てる

点にある。 

例えば、映像鮮明化、物体認識、異常検知、自然言語

による解釈・報告生成といった各機能をAPIで接続する

ことで、個別機能の更新・差し替えが容易、特定ベンダ

や特定モデルへの依存を低減、セキュリティ要件に応じ

た構成変更（ローカル完結／クラウド併用）が可能、と

いった実運用上のメリットが得られる。 

防衛・重要インフラ分野では、将来的な技術更新や調

達条件の変化に対応できる柔軟性が特に重要であり、

API中心の設計はその基盤となる。 

(3) セキュリティ観点から見たAPI 
API は外部接続点であるため、セキュリティ設計が不

可欠である。一般に以下の対策が組み合わされる。 

・認証・認可（APIキー、トークン、証明書など） 

・通信の暗号化（TLS 等） 

・利用範囲・回数制限（レート制御） 

・ログ取得・監査 

これらにより、「誰が・いつ・何を呼び出したか」を管



理可能とし、不正利用や情報漏洩リスクを低減する。 

特にクラウドAIを利用する場合、APIを通じて送信さ

れるデータ内容を制御することで、機密情報を含まない

要約・特徴量のみを送信する構成など、情報区分に応じ

た運用が可能となる。 

(4) 本研究におけるAPIの位置付け 

本研究で扱うAI対応映像鮮明化装置においても、API
は以下の目的で重要な役割を果たす。 

・映像鮮明化処理結果を物体認識AIへ受渡 

・ローカルAI解析結果を必要に応じてクラウドAIへ連

携 

・専門分野AIや外部解析システムと将来的に接続可能 

このようにAPIを基盤とした構成とすることで、運用

要件・セキュリティ要件・将来拡張性を両立した AI シ

ステムを実現できる。 

 

3.4 AI連携モデルの段階的構成 

本装置では、用途や運用条件に応じて段階的に AI 連

携を拡張できる構成を想定している。 

M1：従来モデル 

鮮明化映像をそのまま利用 

M2：クラウドLLM/VLM連携モデル 

鮮明化映像をクラウドに送信し、高度な解析を実施 

M3：ローカル物体認識モデル 

ローカル環境で物体認識を行い、通信量と遅延を低減 

M4：ローカルVLMモデル 

映像の意味理解をローカルで行い、セキュリティ強化 

M5：ローカル＋クラウド連携モデル 

一次解析はローカル、高度解析はクラウドで実施 

M6：RAG拡張モデル 

組織固有の知識を活用した判断支援 

M7：MCP 連携モデル 

専門AIエージェントと連携した高度解析 

本論文では、これらの構成を拡張可能なモデルとして

提示するに留める。 

 

3.5 個別学習モデルの扱い 

映像解析では、施設や用途ごとに異なる特徴を学習し

た個別モデルが有効である。本装置では、個別学習モデ

ルをローカルまたはクラウドに安全に保持し、用途に応

じて切り替えて利用する構成を想定している。 

これにより、汎用モデルでは対応が難しい環境固有の

条件にも柔軟に対応可能となる。 

 

3.6多数決ロジック 

重要判断では、単一 AI の出力に依存せず、複数モデ

ル/複数ソースの合議（投票・順位統合・整合性評価）に

より確信度を定量化し、最終判断は監査可能な形で人が

担保する設計が望ましい。 

実装パターンの例を以下に示す。 

(A) アンサンブル（多数決）： 

・物体検出や異常検知などで、複数モデルの結果を投票

または信頼度加重して判定 

(B) RAGの“多数決”に近いもの： 

RAG 自体が標準で多数決するというより、実運用では 

・複数検索（複数ベクトルストア/複数検索器） 

・順位統合で根拠候補を統合 

・その後、LLMが根拠の整合性で判定 

といった”統合ロジック”を入れる。これは広い意味で

“多数決/合議制”に相当する。 

(C) LLMを複数走らせて自己一致： 

同一質問を複数回生成し、結論の一致度で確信度を上

げる。 

 

3.7 AI活用におけるセキュリティ対策 

防衛関連用途における AI 活用では、性能や利便性だ

けでなく、情報保全および供給網（サプライチェーン）

リスクを含めたセキュリティ設計が不可欠である。特に

クラウド型 AI を利用する場合には、認証・管理された

法人向けサービスやAPI提供形態に限定し、入力・出力

データが原則として公開学習に利用されない設定で運用

することが基本要件となる。 
運用面では、利用者や組織単位での権限制御、利用上

限管理、監査ログ取得などを一元的に管理可能な運用基

盤を採用することで、利便性と統制を両立した安定運用

が可能となる。クラウド AI の安全性は、サービス提供

側の統制と利用者側の運用設計の双方が適切に機能して

初めて確保される。 
また、ローカル設備とクラウド AI 基盤をネットワー

ク接続する場合には、通信経路に対する情報漏洩対策が

不可欠である。具体的には、通信データの暗号化に加え、

VPNや閉域網の利用、通信経路の認証・アクセス制御を

組み合わせることで、盗聴・改ざん・なりすまし等のリ

スクを低減する必要がある。防衛関連用途では、ネット

ワーク層を含めた多層的なセキュリティ設計（Defense in 
Depth）を前提としたシステム構成が求められる。 
 

4. 映像鮮明化とAI解析の適用事例 

 
本章では、映像鮮明化技術と AI 解析を組み合わせる

ことで、従来の目視確認や未鮮明化映像では把握困難で

あった現象を検知・解釈し、さらに運用上の判断や対策

提案へとつなげられる可能性を、具体的な事例を通して

示す。 

 

4.1 映像鮮明化による物体認識性能の向上 

 

近年の監視・警備・施設管理分野では、AIによる物体

認識が広く用いられている。しかし、AIの認識性能は入

力映像の品質に大きく依存し、低コントラスト、暗所、



逆光、霧、降雪といった条件下では、誤検知や未検出が

頻発する。 

図-3に示したように、元画像では人物や物体の輪郭が

背景に埋もれ、AIが十分な特徴量を抽出できない状況で

あっても、映像鮮明化を適用することで、輪郭情報やテ

クスチャ情報が強調され、AIによる物体認識が成立しや

すくなる。 

本研究における鮮明化処理は、人間の視認性向上だけ

でなく、AIが利用可能な特徴量を増強する前処理として

機能しており、結果として認識率の向上や誤検知率の低

減に寄与する。この点は、映像鮮明化を AI 解析と組み

合わせて用いる意義の基本となる。 

 

4.2 航空機後気流の鮮明化とAI解析 

 

4.2.1 鮮明化による後気流構造の可視化 

航空機の飛行に伴って発生する後気流（後流乱流、翼

端渦、排気噴流等）は、通常の可視光映像では背景の雲

や空の輝度変動に埋もれ、視認が困難である。元画像で

は、機体そのものは確認できるものの、その後方に生じ

る空気の乱れや密度変化はほとんど識別できない。 

一方、映像鮮明化を適用すると、機体後方に帯状・線

状の構造が顕在化し、元画像では不可視であった流体構

造が「観測対象」として浮かび上がる。 

 

4.2.2 元画像と鮮明化画像の解析差 

連続フレームを用いた解析では、元画像のみを対象と 
した場合、機体後方における時間変動（揺らぎ）の兆候

はわずかに検出されるものの、線状構造や方向性を持っ

た後気流として特定することは困難であった（図-6）。 
一方、鮮明化画像では、フレーム間差分、時間分散、

方向性解析などにおいて、機体後方に有意な構造が確認

でき、AI解析による現象の分類や定量化が可能となる。  
この結果から、鮮明化処理は後気流解析の成立条件を

満たすために不可欠な前処理であることが示唆される。 

 
図-6航空機後気流の鮮明化 

 

4.2.3 排気噴流と後気流の識別可能性 

離陸時の映像では、翼端渦とは別に、エンジン直後を

起点とする 2本の帯状構造が鮮明化によって可視化され

る事例が確認された（図-7）。これらは、エンジン排気に

伴う高温・高速度の噴流による密度差や屈折率変化が、

鮮明化によって陰影として強調されたものと考えられる。 

このように、鮮明化画像をAIで解析することで、「翼

端を起点とする後流乱流」と「エンジンを起点とする排

気噴流」といった異なる現象を、発生位置や形状特性か 
ら区別する可能性が生まれる。 
 

 

図-7航空機排気噴流の鮮明化 
 

4.2.4 航空監視や気象状況認識への示唆 

これらの結果は、航空安全分野における後気流監視や、

視認性の低い航空機に対する補助的な航空監視への応用

可能性を示唆する。また、雲の可視化による気象状況の

詳細な把握を通して気象状況認識の可能性も生まれる。 

 

4.3 施設管理への応用 

図-8に示すように、防衛施設学会において重要なテー 

 
図-8 AI解析の鮮明化例 



マである施設管理に対しても、映像鮮明化と AI 解析の

組み合わせは有効である。 
・壁面劣化・ひび割れ検知 

建築物の外壁・内壁における劣化点検では、ひび割れ

（クラック）の初期段階は肉眼での判別が困難であり、

点検者の熟練度に依存しやすいという課題がある。特に

微細なクラックは、汚れや塗装のムラと混在し、定期点

検において見落とされる可能性が高い。 

本研究では、壁面画像に対して映像鮮明化処理を適用 

した後、AI による画像解析を行った。鮮明化画像では、

元画像では背景に埋もれていた線状構造が明瞭となり、

複数の微細なクラックが連続・分岐する形状として確認

できた。これにより、単なる表面汚れと劣化兆候を区別

可能な状態となる。 

冒頭で図-1に示した AI 解析結果からは、当該クラッ

クが表層劣化に起因する可能性が高く、放置した場合に

は雨水浸入や内部劣化へ進行するリスクが示唆された。 
特に、クラック周辺に見られる色調変化は水分影響の

兆候であり、早期対応が望ましいと判断される。 

このように、映像鮮明化と AI 解析を組み合わせるこ

とで、従来は目視点検に依存していた壁面劣化検知を定

量的に支援できる可能性がある。今後、時系列画像を用

いたクラック進行度の評価や、劣化形態に応じた補修方

法の自動提示へ展開することで、計画的な施設維持管理

への応用が期待される。 

 

4.4 港湾・夜間コンテナヤードへの応用 

港湾やコンテナヤードでは、夜間の強照明や逆光環境

が監視の妨げとなる。元画像では、強い光源周辺のハレ

ーションにより、暗部の構造物や人物が埋もれてしまう。 
映像鮮明化を適用すると、光源周辺に隠れていたコン

テナや構造物が可視化され、暗部情報が回復する。これ

により、侵入検知、異常行動検知、物体放置検知といっ

た監視AIの実用域を拡張できる可能性がある。 

特に、事案発生時や特定時間帯のみ鮮明化を適用する

運用と組み合わせることで、誤検知を抑えつつ監視性能

を向上させる構成が考えられる。 

 

4.5 水域・環境監視への応用 

 

4.5.1 河川流況・定在波の検出 

河川監視映像において、元画像では水面が一様に見え

る場合でも、鮮明化により定在波や流速差、渦構造が強

調される。これらのパターンは、流量変化や上流の降雨

状況に応じて変化するため、時系列解析と組み合わせる

ことで災害予兆監視への応用が期待できる。 
 

4.5.2 海中養殖網の可視化 

浅海域では、条件が整えば水深数メートル程度の海中

構造物が、上空からの映像でも把握可能となる。鮮明化

により、養殖網やロープ状構造が可視化され、漁業支援

や沿岸監視への応用が考えられる。 

防衛用途では、不審ダイバーや水面近傍の物体の兆候

抽出といった補助的監視への応用可能性があるが、本論

文ではあくまで「光学鮮明化が監視対象を拡張し得る」

点を示すに留める。 
 

4.6 映像鮮明化とAI解析による拡張性 

本章で示した事例から、映像鮮明化と AI 解析を組み

合わせることで、従来は目視や未鮮明化画像では把握困

難であった現象を検知・解釈し、さらに運用上の判断や

対策提案へとつなげられる可能性が示された。 

鮮明化は単なる可視化に留まらず、AI解析を前提とす

ることで、状況把握・異常検知・問題解決支援へと価値

を拡張する技術である。 

 

5. 外周警備へのAI応用 

 

5.1 基盤システムSOLPAK4の概要 

SOLPAK4 は、防衛施設や重要インフラを対象とした

外周警備システムであり、一定の監視エリアを複数のセ

ンサーおよび監視カメラで囲繞する構成を採用している。 
監視エリア周囲にはフェンスセンサーや赤外線センサ

ーを配置し、港湾などの沿岸施設においては海上部分を

除いた陸域を中心に警備を行う。 

各センサーは区画単位で発報管理されており、侵入な

どの異常が検知されると、該当区画に連動した監視カメ

ラが自動的に旋回・ズーム動作を行い、現場映像を取得

する。同時にスピーカーから警告音声が自動放送され、

侵入抑止を図る。発報事案は映像として記録されるとと

もに、ネットワークを介して中央の管理部署へ自動通報

され、必要に応じて警備員が現場へ急行する運用となっ

ている。 

本論文では、2025年に報告した図-9 のSOLPAK4 を 

元に AI 技術を組み合わせた高度化の可能性について

論述する。 

 

 

図-9 SOLPAK4の画面と構成例 
 

5.2 外周警備における従来課題 

従来の外周警備システムにおいては、以下のような課

題がある。 

第一に、カメラ監視と侵入検知センサー（フェンス、

赤外線など）が分断的に運用されるケースが多く、情報



の統合的判断が困難である点である。単一センサーの発

報に依存した運用では、風や動物などによる誤報が多発

し、警備員の負担増加につながる。 

第二に、センサーやカメラの設置条件によって生じる

死角の問題である。監視カメラの視野外や、センサー感

度の低い区画が存在すると、実際の侵入事案を見逃すリ

スクが高まる。 

これらの課題に対し、AI 技術を活用して複数のセン

サー情報や映像情報を統合的に解析することで、誤報抑

制や死角補完が可能になると考えられる。 

 

5.3 4次元状況把握による異常予測の考え方 

SOLPAK4 における AI 活用の中核的概念として、「4
次元の状況把握」が挙げられる。これは、監視対象の空

間的な位置情報（平面位置および高さの 3次元）に、時

間軸を加えた 4次元情報として事案を把握・学習する考

え方である。 

具体的には、過去に発生した複数の侵入事案について、

発生場所、発生時刻、侵入経路、検知センサーの種類な

どを時系列データとして蓄積する。これらのデータを 
AI により解析することで、将来発生し得る異常の発生

場所および日時を推論し、重点警備区画を事前に設定す

ることが可能となる。 

図-10 の推定事案に示す例では、地点①②③で過去に

侵入事案が発生した場合、それらの空間的・時間的傾向

をもとに、地点④における将来の侵入リスクを AI が予

測する。本例では高さ情報は一定であるが、将来的には

高低差を含めた三次元的侵入経路の分析も想定される。 

 

図-10 推定事案例 

 
5.4 4次元異常予測を支える基礎技術 

4 次元異常予測とは、侵入事案を空間 3 次元（位置・

高さ）と時間軸を含む時空間データとして統合的に扱い、

過去に発生した事案の発生位置、発生時刻および遷移パ

ターンの学習により、将来発生し得る異常事象の発生確

率、想定位置および想定時刻を推定する考え方である。 

このような異常予測を実現するための基礎技術には、

以下が挙げられる 15)。 

(1) 事案発生密度の時間変化を捉える時空間ホットスポ

ット推定 

(2) 侵入経路や事案発生順序を学習する系列予測 

(3) 周辺条件を考慮して発生可能性を評価するリスクス

コアリング 

(4) 事件性の事案を推定する行動特性に基づく分析 

これらの技術を警備区画単位で適用することで、将来

的な異常発生の可能性が高い区画や時間帯を事前に把握

し、重点警備区画の設定や抑止的な警備運用を支援する

ことが可能となる。 

 

5.5 SOLPAK4 と AIフェンス・AIカメラ連携構想 

近年では、フェンスセンサー自体に AI を組み込み、

振動波形を FFT 解析することで、風による揺れ、よじ

登り、切断といった事象を識別する AI フェンスが実用

化されつつある 16)。これにより、従来課題であった誤報

の大幅な低減が期待できる。 

また、AI カメラでは人物や車両、船舶などの物体認

識結果をメタ情報（ONVIF M プロファイル）として出

力できるようになっており、これらの情報を SOLPAK4 
の警備制御ロジックに取り込むことで、より高度な判断

が可能となる 17) 18)。 

これら AIフェンス、AIカメラ、映像鮮明化技術を連

携させることで、単一センサーに依存しない多層的な警

備システムが構築できる。本構想は、防衛省が進める駐

屯地警備のリモート化・省人化方針とも整合しており、

戦略拠点向け警備システムとしての適用が期待される。 

 

5.6 沿岸警備への応用例 

沿岸部や港湾施設においては、陸域だけでなく海上・

水中を含めた警備が求められる。2025年の論文で提案し

た海上ブイ警備システム（図-11）は、各種カメラ、レー

ダー、センサーを装備した海上ブイが異変を検知すると、

空中ドローンや水中ドローンを自動発進させ、異常箇所

の探索・確認を行う構想である 19)。 
この探索プロセスにおいて、AI による判断は極めて

有効である。映像鮮明化によって取得した高品質な映像

を AI が解析し、異常の有無や危険度を評価することで、

不要なドローン発進を抑制しつつ、迅速な対応が可能と

なる。 

SOLPAK4 の外周警備システムと同様の AI 技術を沿

岸警備に応用することで、広域かつ複雑な警備対象に対

しても効率的な監視体制を構築できると考えられる。 
 
6. おわりに 

 

本論文では、映像鮮明化技術と AI 技術を組み合わせ



 

図－11 海上ブイ警備システム概念図 

 

た監視・警備・施設管理への応用について論述した。特 

に、AI対応映像鮮明化技術を用いることで、従来は判別 

困難であった状況や対象を可視化し、AI による認識・

判断精度を向上できることを示した。 

また、外周警備システム SOLPAK4 を例に、センサー

情報と映像情報を時系列に解析することで、異常検知に

とどまらず、将来の事案予測や重点警備へと発展させる

可能性を示した。本論文では技術思想と効果を中心に示

し、各技術の詳細な実装手段については特許による保護

を前提としている。 

AI 技術は深層学習を中心に今後も急速に進展すると

考えられ、監視・警備分野においてもその活用範囲はさ

らに拡大していくと予想される。今後は、より多くの実

運用事例を通じて、本論文で論述した手法の有効性を検

証し、防衛施設分野における実践的な警備システムとし

ての確立を目指したい。 
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